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発幅此点と付近の朗  (原囲輔翻W賜 )



11)1主置

陥 虻1疑曇範翻慕蒻醍擦帝5
O番地にある。このあたリー串0_h職

tごはた原遣跡 ,寝提撼進跡など①集惑

吐心嶋 策 いる。道城1離 した
地区0/1、学てあり、こCめたり⑪大学

|ま淀原である。

道競住居4Lのある食険0剰耳!0食険|こ

ある集誌朗胡 遺廓とよび、西側①

地 生Km、 翻ヒ500TTにわたる地

掘H最初E韻査さ糧こ集碁蜘こち意硬      してAガらF
煎 ①蛙区|こ勾榊 さ祇て未た経縛がある。今回1章⑪朧

尊重して、長躍乗F区      呼ぶことことた。
長是原遺謝A～F区と淀民濁廓|ます群のものことて理孵更きよう

と悪う。こ枚t_~DtlTは後でャマ鉾しく説明する。

2)説釦鴻報
・

土北所有者|ま′1正屏―氏て、今回館 とここに新箕すること|工な

ったが、おねてが辮 F区として遺物が庶 預住居岬

近く唖 預てしヽた甥踊であり、考0ため薪職盤銘酷認で滋浴

も、こ①握所まり南の四Rll囃 相ること1弥った終森もあって

道

鮮



手前O葛層沓と費挑すること|ヱちた。

話湾は、瑞縄噂 興会イヨ藤羞為氏、天川芳幸氏、土北所有若

ノ1正屏~氏省卜吸ω軸 な援賜儀 とE都 |1正、今躙 待った。
諷封三舵 っては、跡艘輿頬頚討し静鍵妊隧障氏、地落硼ll蠍、
観 会荻育主宰片団紘 民、矢             、

野旧弘敷え、L閣唸嘉の協力を得た。吉己して穏前w蔵滝表したい。

期 した励積日鮨120ば。4月2▼日、30日 、ち月3日 、4
日04日問臣調台置終了した。

3)遺勘10凝睾

発掘区0衆侵‖に円形Q直径6TL帷居址 1基 、予の北側E方彰の
柱襲劃田基葱箸記した。住屋述η衷恨11ご地時潤数らがいために蝶が

｀

建設 きず、得 t」躙 l①方形0往居走は、さら1_~lLTRЩご|な農業用の

ビユー,L八ウスが簿っているためl_~、 裂堀    ごず、三辺の
大さどを簿ることが也未ながった。

鋤 ほ遡器の組岸お干とF町陛筆難n蜘 、未l―‐ t醐
朱じたのけである。誌生後朗のものであろう。

姿朗枢正湘100験中央|こ」寺った潮 こは遺横、1遼物た記めながっ

たと。

以前|♂U北だちiそうで、東根けは畑、面半か騨詢こなっていた。

地歳分ら3o～40C帆�夷裡逢lの地山に逮甘ろ。地由ごでiのほと
んと'ほハ島色の詩庄で、ぢC牡位の鼻ごこ淀のまじった黒立が世由



①上にのってしⅢた。期 に叫止が
｀
下ってれり、党OC靴濃の紺±o

下は、でわらがい恩土�、ごOTの地噛は黒っ|ぎて、黒掲色たちた。
4-う住勘腱説

①円爾御

道径は6軋。ull囲叱L4か救らが〈て嗚が唯剖距きながった。中
爽|こは新止らしく赤櫂盈0堅ヒ増立があり、(②隣

「
_4径80C批、

承玖 励がら寛SC■ばなりのピットがぁった。注陣 3本 。結
臨 が らЬう C仇、兄らC猟 、Lo cr■ と談ち意ちで ぁ った 。

銹 婢

」brF‖こ奏掘匡抑 きながつたので1、 三滋0長さ螂 できa
がぅた。北山がら1325 Cm位堀り込ごkている。遺物ぼ何t出な
かった。

表だ下30～40鮒 砒 噛 り、北我が弛 峰 硼 ほとん
とお粕止のため、世山より上C蝉かが引主居辻が堀)込意択てした

0が助  「剖ビ〈冷ちながった。髄 の米側、東南端職 山弁下

つて キヽて軟φ ぐ士濫理鴫ヽ例甲国質 監 がった。鶴 妹 面と踏
み固め醐 電もB駐じ

‐
屁繊把めらスながった。

5)潰物

出士した上亀十1ご全部で2o片ぼなり、ほこんどが円形住居の炉
辻付溢から出土したが、図示した奴湘こ須I自繋亀3岸ばなり隆止じ



た。内夕角こ叩さ目0あ う衛由翻
｀
、運ダ惑助日鴻沙三油  〔光をう

けたじのがホ遇色を呈してした。図120糸切嵐0ぁるR本it出立
ιた。

出士じたのイコぃづ
ltt淵
土と梵れの間の思色上中で、環約更遜測

艇 Oζかったが|こ漁らの寛器 頻ヽ謎 ぼ洩入であろぅと判蛉じ
たoや述付近から山主じたもの〉�日g、 この注居日繊 縣 0咎

〔ヽもので1あろうと学問「妨にのであふ。

他の上器畔もいづkもメ|ヽ牛で、IUかばガ＼じく器影①復元糞谷でき
るものぼ1勲＼った。とかと、内外丈的俸軒 ||七て'さ瓶しヽに整影じ丈
脳 Hえている点稲覇湘Ю形摂δ跡 釧v能制抑i」巡岸とみて
まいとこう。従ってこり鞘開振℃使構 猟た園輛U3髄雲武鶴
とる之る。

Iズ下、各止選①揺務送皆威す轟。

1、 口電kOTIこ聞 杓藉じてtlる 。広凋Jぅき豚JI韮えてBる 。
2、 ご猟も□畿貯明ヱじ●攀創=離

かついてモ|る 。

3、 唯上に1孫助＼t齢 観わ憔、大き軸 見ら栢臥Ⅲ。

4-、 ,|、ゴ翻蝉砲「ので維 博ょく疑 な〔Ⅲ。表日U槃かつ(〕て(1

る。

5、 蒸掲きktlに F」でてある。

6、 薪輻o遡業。丈権滅 く、     ぁ蚕。
7、 え腿↓もきkいに整之3k、 昂1准蛉描正)目か卵いてし,る 。



8、 樹軸①覚様ほ戎いo表翻]整形とじブJ妻蔀夏iaでてゑ、ヽて

あるようで`あ百o

9、 蝶 貼りつけにもの。ご独も表面か独tⅢてあるo

10、 箱r鞘いに瀬 はないようだ
｀
。'貞で椴(こ―ラJずう突いた0

てほないかっ源手で確虚E乳浦毛合る。表向ほ
′少岬細てていて

芝蒋亀よくからないo

ll.め潮え全硬 lいるo隙意欄名してしない。

12、 η民鵡温0ようにる見しI質で葛る。

6)此わりに

今回①調査1留堤 成2送留増舘し、務〒④器 を採集じ代0け

К筋る。各に弘剣防 影①往属ほ髯の丈きさを螂ることも也末なtI

まま静岱百保ったので'あるが  ヽ     図にも示したまうに、

造くに住居止m路 由じてtⅢる。幅に淫据唇t割■u蜘‖④鰤面

tこほ、虫そらくす述К
Iあるう、誅tl達上が見らk、 土料 離 ざ

払否。

止淀雰頓難林0二つQ趨肺集が
｀
ちたら凧ているこの東静

l Krh、 甫控500生にわたる■幽 こ應、塊そらくほ蔀生時代δ

ら古義蹴 屯中じとす≦慮大な郷 理つているであろう。きた

①ある下区①醐 」の爾左(こ区)があ|       の

押曳並上洛斑岸が蒻鞣亡ムている。     の面に朦横火式君主

⑪古項があり(―長顔穿詣学蔚詳つ、尭寿過節(①舶 IK軋ぼ浴りに暉



潮 嘲 あ苔9

ご沢らの古畔 ∵、小回領盗じた通功濯菱知之協めとする集蓋庄

暉下体0的 とじてとら之、こ     ら尭晨にδl便0輯

滓(裂部蝉岐鐸胤釣9跡亀入ムることか堕 ぁろうと巴う。

鵬 中駒 逆畿ぐ今回の戦 の新錬にみらkるようiC、 こ

の葉玉①「靭型のテンパ曽ユよつてきてあり、翻 拗調ω 甕汽猟

るo今回のような1基∵2基卿 ①糊 なく、ス隻側に竹に

る調勘)Ⅲ噸 あること;割部動じて撃石磨けたい。

最御写、蹄消飩盟頚碑とこうな務 tこ梵じて触 ぁると格袖

さ猟臨めて久じいがヽ 今回の都溶配きた「テ孜酪 負褪Jという現盈

の増嶽覚i鋭衛政0矛ると敗郎鵡処藪勤で私竜に基之さゼ蓋一つJと

なったo

租ら旺 針 の中で良し1型霊が妹 るよう1宝効 じて下ごつた闘

イ鵡 氏l~Hめて商 じきす。

(吉川正 みヽ町益〕
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